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旅行･観光消費動向調査【日本人対象の需要側統計】

旅行･観光消費動向調査

●調査対象 日本国内居住者（住民基本台帳から無作為抽出）
●調査方法 調査票の郵送・回収及びオンラインによる調査 ※同一対象者に対し年4回（4-6、7-9、10-12、1-3月期）実施

【目的】日本国内居住者の旅行回数と消費を把握
（2003年度より調査開始、2010年より現行集計表公表）

「旅行･観光消費動向調査」の概要1
● 日本国内居住者の国内宿泊旅行・国内日帰り旅行・海外旅行の実態を四半期毎に調査

●配布サンプルサイズ 約29,000人

出かけた目的や活動内容
にかかわらず、自宅以外で
１泊以上宿泊する旅行。
自家用車や夜行バス、夜
行列車など交通機関の車
内で泊まった場合を含み
ます。ただし、交通機関の
乗務や出稼ぎ、転勤、自
宅以外での宿泊滞在が
連続して１年間を超える
場合を除きます。

出かけた目的や活動内容にか
かわらず、日本国内から海外へ
出かけることが「海外旅行」です。
ただし、交通機関の乗務、出
稼ぎ、転勤、連続して１年間を
超える滞在を除きます。
なお、海外旅行と同時に国
内旅行をした場合には「海
外旅行」とします。

観光・レクリエーション目的の
宿泊旅行はもちろん、ビジネ
ス目的の出張、帰省や冠
婚葬祭等の家事目的の宿
泊旅行も含まれます。（国
内日帰り旅行、海外旅行も
同様）

ホテルや旅館、民宿等での宿泊はもちろん、
実家（自宅以外）や知人宅、別荘での宿
泊や車中泊、テント泊、野宿等も含まれます。
（国内日帰り旅行、海外旅行も同様）

調査対象となる３つの旅行

国内日帰り旅行国内宿泊旅行 海外旅行
出かけた目的や活動内容にかかわらず、日常生活圏を離れた
ところへの日帰りの旅行で、目安として片道の移動距離が
80km以上または所要時間（移動時間と滞在時間の合計）
が8時間以上の場合を「国内日帰り旅行」とします。

自  宅 自  宅旅 行 先

8時間以上
ただし、通勤や通学、
通院などの定期的
な外出（目安は週
１回以上）、転居
のための片道移動、
交通機関の乗務を
除きます。 80km

以上
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「旅行・観光消費動向調査」の調査方法2

郵送またはオンライン調査システムを利用して回答
調査対象者本人または代理人が調査票に自計記入し、郵便又はオンラインにて回答。

第一次抽出

調査対象者の自宅に調査票が郵送で届く
観光庁が委託する民間事業者が、調査対象者の住所に調査票を郵送
（同一対象者に年4回）。

全国から調査地点340地点（町丁･字等）を選ぶ
都道府県（47区分）×市区町村規模（3区分）＝141層に地点を人口比例割当し、
層毎に地点を無作為抽出。

第二次抽出

調査票の配布

調査票の回収

旅行･観光消費動向調査【日本人対象の需要側統計】

● 調査地点を第一次抽出単位、調査対象地点内の居住者を第二次抽出単位とする層化二段抽出法

調査地点1地点につき居住者85人を調査対象者として選ぶ
選ばれた地点が所在する市町村役場の住民基本台帳から系統抽出（等間隔で抽出）。
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調査票
（2025年版）
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旅行･観光消費動向調査

調査票
（2025年版）

国内宿泊旅行
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調査票
（2025年版）

国内日帰り旅行
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調査票
（2025年版）

海外旅行
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調査票
（2025年版）

意識調査



推計手法

旅行･観光消費動向調査 集計の推計手法

１）各四半期の旅行者数の推定
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３）年間の旅行者数、旅行消費額の推定

各期の調査結果（問３旅行回数）に線形推定乗率を乗じて推定
します。線形推定乗率は、居住地（10区分）×男女（2区分）
×年代（9区分）からなる層別に、抽出率と回収率の逆数として設
定します。

母集団人口

海外旅行の延べ
旅行者数の補正

期首における総務省「人口推計」の総人口を使用
※居住地別内訳は同統計の直近10月1日現在の構成比を用いて推定

レイキング比推定を用いて法務省「出入国管理統計」
の帰国者数と一致するよう補正

推定方法・算出式

母集団人口

各四半期の旅行者数の推定方法・算出式と同様

総務省「人口推計」の総人口の年央値（7月1日現在）を使用

２）各四半期の旅行消費額の推定

各期の調査結果（問４～問６旅行支出）に、線形推定乗率を乗じ
て推定します。線形推定乗率は、居住地（10区分）×男女（2区
分）×年代（9区分）からなる層毎に推定した延べ旅行者数を、問
４～問６の旅行内容記入数で除して設定します。
※旅行内容に関する記入が得られなかった層は、隣接する層の旅行内容と同等
と仮定し、同層から無作為に抽出した記入内容で補定。

※延べ泊数、旅行内容別の延べ旅行者数の推定方法も同様

年間の 延べ旅行者数
延べ泊数
旅行消費額

= 第1四半期
推定結果

第2四半期
推定結果

第3四半期
推定結果

第4四半期
推定結果＋ ＋ ＋

＜年間の実旅行者数＞

使用する標本 当該年に実施した調査のうち、
第1～3回目調査のすべてに回答があったもの

４）旅行経験率、旅行平均回数、平均泊数、旅行単価の推定

旅行経験率=
実旅行者数

人口（期首）
※年間の旅行経験率のみ、
年間の実旅行者数を人口（年央値）で除す。

旅行平均回数 =
延べ旅行者数

人口（期首）

平均泊数 =
延べ泊数

延べ旅行者数
旅行単価 =

旅行消費額

延べ旅行者数



消費単価の算出手法

都道府県pの
消費単価＝

都道府県pでの
1人当たり支出金額(旅行中支出)

(目的地①②)

旅行･観光消費動向調査

都道府県pでの
1人当たり支出金額(旅行中支出)

(目的地①②)

団体・パック
ツアー料金の

一部

旅行･観光消費動向調査

＋

•

• 団体・パックツアー料金の10％を旅行会社マージンと仮定して控除し、残りの90％を訪問地での支出とみなして加算します。
• 団体・パックツアー料金には「宿泊費」「飲食費」「長距離移動の交通費」「短距離移動の交通費」「娯楽等サービス費」が含まれていると仮定し、このうち「長距
離移動の交通費」を除いた費目の支出を都道府県に配分します。団体・パックツアー料金の費目別の配分には「観光･レクリエーション目的の個別手配者の旅
行中支出における費目別構成比」を用います。

団体・パックツアー料金の按分方法

各都道府県へは都道府県別泊数に応じて配

分しますが、物価等の地域間格差を考慮し

て、「観光･レクリエーション目的の個別手

配者の目的地(都道府県)における1泊当たり

旅行中支出」の都道府県毎の大小を加味し

て調整を図ります。

旅行会社
マージン
(10％)

訪問地での支出（90％）

団体・パックツアー料金（総額）

宿泊費 飲食費 長距離移動の交通費
短距離移動
の交通費

娯楽等
サービス費

観光･レクリエーション目的の個別手配者の旅行中支出における費目別構成比で按分

都道府県に加算しないもの
・旅行前後支出
・旅行会社マージン
・長距離移動の交通費
・訪問地不明の支出

日本人については 旅行･観光消費動向調査 の結果を用いて算出します。日本人の場合は、消費単価→旅行消費額→訪問者数の順に推計を行い
ます。消費単価は、目的地毎の旅行中支出に団体・パックツアー料金の一部を泊数に応じて按分加算します。

旅行･観光消費動向調査【都道府県別集計の推計手法】
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旅行消費額は、目的地（都道府県）別の消費単価の積
算値に、その他訪問地での支出金額を按分加算します。
その他訪問地での支出は旅行消費額総額のおよそ2割と
大きな割合を占めており、この金額を加算しなければ訪問都
道府県での旅行消費額（および訪問者数）を過小に推計
することになってしまうからです。
都道府県毎の訪問者数は、各都道府県の旅行消費額を
消費単価で除することによって算出します。

旅行消費額の算出手法

都道府県pの
旅行消費額＝ 都道府県pでの支出金額

(目的地①②)

旅行･観光消費動向調査

その他訪問地での
支出金額の配分

旅行･観光消費動向調査

＋

各都道府県へは目的地①②に記載された都道府県別泊数に応じて配分しますが、物価等の地域間格差を考慮して、「観光･レクリエー
ション目的の個別手配者の目的地(都道府県)における1泊当たり旅行中支出」の都道府県毎の大小を加味して調整を図ります。

Σ

訪問者数の算出手法

都道府県pの訪問者数 ＝ 都道府県pの旅行消費額 ÷ 都道府県pの消費単価

( )× i の拡大ウェイト※

旅行･観光消費動向調査 調査票より抜粋
その他訪問地の支出

※「旅行･観光消費動向調査」で
作成される、国内延べ旅行者数を
母集団とする拡大ウェイト

{ }i
i は回答者を指す。

旅行･観光消費動向調査【都道府県別集計の推計手法】
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【日本人】 団体・パックツアー参加費などの配分方法

都道府県毎の支出金額の回答が得られない以下の費目については、以下のルールにより集計値を各都道府県に按分加算します。

団体・パックツアー
参加費

1割
配分せず ９割 目的地

その他訪問地支出 １０割 目的地

目的地（都道府県）別延べ泊数に応じて按分
（物価等の地域間格差を考慮して調整）

旅行前後支出 配分せず

都道府県間交通費 配分せず（別掲）

出発地の旅行会社マージンに相当
（目的地の収入にはならないものとする）

旅行･観光消費動向調査【都道府県別集計の推計手法】
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